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このドキュメントでは、最新の情報と、正規のマニュアルにはまだ記載されていない情報について説明します。

このドキュメントの内容は次のとおりです。

	
プラットフォームおよび構成


	
既知の問題および制限事項


	
ドキュメントのアクセシビリティ






1 プラットフォームおよび構成

System Monitoring Plug-in for Oracle TimesTen In-Memory Databaseリリース12.1.0.2.0は、TimesTen 11.2.1.8.0以上、TimesTen 11.2.2.2.0以上、Enterprise Manager Agent 12cリリース2がサポートするすべてのプラットフォームでサポートされています。これらのプラットフォームは次のとおりです。

	
Linux x86 (32ビット)


	
Linux x86-64 (64ビット)


	
IBM AIX (64ビット)


	
Solaris Operating System(SPARC)


	
Solaris Operating System(x86-64)


	
Windows x86-64 (64ビット)




追加要件は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース2(以上)をインストールします。


	
TimesTen 11.2.1.8.0以上またはTimesTen 11.2.2.2.0以上をインストールします。


	
表示を最適にするには、画面解像度を1280x1024ピクセル以上に設定します。




System Monitoring Plug-inリリース12.1.0.2.0 for Oracle TimesTen In-Memory Databaseは、Oracle Enterprise Manager 10.2または11.1をサポートしません。





2 ソフトウェア要件およびインストール

ソフトウェア要件の詳細は、『Oracle Enterprise Manager System Monitoring Plug-inユーザーズ・ガイドfor Oracle TimesTen In-Memory Database』を参照してください。






3 既知の問題および制限事項

この項では、既知の問題および制限事項について説明します。

ホームページ:

	
ホームページにアクセスしようとした場合に、ターゲット・データベースがメモリにロードされていないと、例外ダイアログが表示されます。これが発生した場合、例外ダイアログで「OK」をクリックします。その後、TimesTenデータベースがメモリにロードされていることを確認します。


	
TimesTenターゲットを追加した直後に、TimesTenターゲットのホームページに移動しようとすると、例外「oracle.sysman.emSDK.emd.comm.NoSuchTargetException」のエラー・ダイアログが表示される場合があります。ターゲットが使用可能で、使用する準備ができていることを示す「緑色の矢印」がターゲットに表示されるまで待ちます。


	
ホームページの「パフォーマンス概要」リージョンの使用可能な空きディスク(%)折れ線グラフは、Windows x86-64 (64ビット)プラットフォームではサポートされていません。




パフォーマンス・ページ:

	
ワークロードの書込みおよびワークロードの読取り図が空になる場合があります。回避策はありません。(ワークロードの書込みおよび読取りの図は、TimesTen IMDBメニューから参照できます。「パフォーマンス」を選択し、「ワークロード」を選択します。この問題は、TimesTen 11.2.2.5.0で修正されます。チャートをTimesTen 11.2.2.5.0以上に移入できるようにするには、StatsLevelパラメータをALLに設定して、ttStatsConfig組込みプロシージャを実行します。


	
パフォーマンス・ページの文タブの文の詳細リージョンで、文の内訳を示す円グラフの表示に時間がかかる場合があります。


	
パフォーマンス・ページのチェックポイントタブのチェックポイント履歴表の表示に時間がかかる場合があります。




キャッシュの同期化ページ:

	
キャッシュ・ページの左側で、すべてを開くを選択しても、すべての情報が表示されない場合があります。選択的に開きます。




レプリケーションの監視ページ:

	
レプリケーションの集約リージョンで、レプリケートされたトランザクションの数が送信側スレッド・ステータス表の送信されたトランザクションの数と等しくない場合があります。送信側スレッド・ステータス表の値のほうが最新です。不一致は無視します。


	
レプリケーション・ピア表で、ピア名列のトラック番号の順序がリフレッシュ時に変わる場合があります。




一般:

	
データベースが破棄または再作成されても、TimesTenターゲットの履歴統計は削除されません。以前のデータベースの統計がまだ表示されます。古い統計を削除する場合は、Enterprise ManagerのTimesTenターゲットを削除し、再作成します。


	
TimesTenのインスタンス管理者と同じオペレーティング・システム・ユーザーとしてEnterprise Manager Agentが実行されていない場合は、レプリケーションの監視情報が欠落する場合があります。TimesTenのインスタンス管理者と同じオペレーティング・システム・ユーザーとしてEnterprise Manager Agentをインストールしてください。


	
TimesTenターゲット・データベースが接続属性CacheAWTMethod 0 (SQL配列の実行)を使用して構成されている場合は、Method1 (Oracle DBに送信されるバッチ)のメトリックが増加する場合があります。これが予想される動作です。


	
新しいTimesTenターゲットをEnterprise Manager Cloud Controlに追加した後に「テスト接続」を選択すると、認証失敗エラー・ダイアログが表示される場合があります。回避策として、エラー・ダイアログで「OK」をクリックして、接続はテストしません。注意: この接続は、資格証明が正しい場合でも失敗することがあります。この問題は、Enterprise Manager Cloud Control 12cリリース3で修正されます。


	
表示するチェックポイント履歴データが大量にある場合、ブラウザがクラッシュすることがあります。チェックポイント履歴のデフォルトの収集間隔は、10分に設定されています。収集間隔を5分未満の値に設定しないでください。


	
エージェントがホストの正しいタイムゾーンを取得しない場合があります。これが発生した場合、次を実行します。

	
エージェントのホストにログオンします。


	
エージェントのホストが適切なタイムゾーンを使用して構成されていることを確認します。適切なタイムゾーンを使用したエージェントのホストの構成の詳細は、システム管理者に連絡してください。


	
emctl stop agentを実行します。


$ emctl stop agent


実行結果:


Oracle Enterprise Manager 12c Cloud Control Release 3 
Copyright (c) 1996, 2013 Oracle Corporation.  All rights reserved.
Stopping agent ...... stopped.


	
emctl resettz agentを実行します。


$ emctl resettz agent 


実行結果:


Oracle Enterprise Manager 12c Cloud Control Release 3
Copyright (c) 1996, 2013 Oracle Corporation.  All rights reserved.
Updating /scratch/testuser/em/agent/agent_inst/sysman/config/ emd.properties...
Successfully updated /scratch/testuser/em/agent/agent_inst/sysman/config/ emd.properties.
Login as the em repository user and run the script:
exec mgmt_target.set_agent_tzrgn('testhost.oracle.com:3872','PST8PDT')and commit the changes
This can be done for example by logging into sqlplus and doing
SQL> exec mgmt_target.set_agent_tzrgn('testhost.oracle.com:3872','PST8PDT')
SQL> commit


	
SQL*Plusを使用してEnterprise Managerリポジトリ・ユーザーとしてデータベースに接続します。


$ sqlplus sysman/sysman


実行結果:


SQL*Plus: Release 11.2.0.3.0 Production on Fri Jun 14 08:48:00 2013

Copyright (c) 1982, 2013, Oracle.  All rights reserved.

Connected to:
Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.3.0 - 64bit Production
With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options 


	
手順4の出力からSQLスクリプトをコピーして貼り付けます。次に例を示します。


SQL> exec mgmt_target.set_agent_tzrgn('testhost.oracle.com:3872','PST8PDT') 


実行結果:


PL/SQL procedure successfully completed.


	
トランザクションをコミットします。


SQL> commit; 


実行結果:


Commit complete.


	
SQL*Plusを終了します。


SQL> exit 


実行結果:


Disconnected from Oracle Database 11g Enterprise Edition Release 11.2.0.3.0 - 64bit Production
With the Partitioning, OLAP, Data Mining and Real Application Testing options


	
emctl start agentを実行します。


$ emctl start agent


実行結果:


Oracle Enterprise Manager 12c Cloud Control Release 3  
Copyright (c) 1996, 2013 Oracle Corporation.  All rights reserved.
Starting agent ................................. started.












4 ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

Oracleサポート・サービスでは、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。








オラクル社の法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2014, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはOracle Corporationおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

制限付権利

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアもしくはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアもしくはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション（人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む）への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性（redundancy）、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアもしくはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。オラクル社およびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

ドラフトのアルファ版およびベータ版ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。オラクル社およびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。
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